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紹介と批評

即
。
げ
①
旨
O
o
5
昌
。
§

肉
＆
§
§
9
匡
飛
§
”
＜
。
一
●
ど
鱒
●

　
　
　
＜
o
ピ
ど
『
ぎ
、
ミ
N
。
。
。
§
詳
ミ
ぎ
襲
G
。
3
遷
（
N
8
q
－

　
　
　
這
象
）
｝
寒
’
邑
＋
躍
9
＜
o
一
’
ρ
↓
ぎ
の
8
§
8
鐘

　
　
　
き
硫
8
魯
＆
（
這
ま
1
這
・
。
Q
）
鴇
署
。
図
＜
＋
①
o。
9
い
o
こ
o
P

　
　
　
ω
謎
①
℃
暮
一
ゆ
＄
菖
o
葺
一
〇
〇。
①
●

ロ
バ
ー
ト
・
コ
フ
ー
ソ
著

『
レ
イ
モ
ン
・
ア
ロ
ン
』

　
第
一
巻
歴
史
に
お
け
る
哲
学
者
（
一
九
〇
五
ー
一
九
五
五
年
）

　
第
二
巻
　
社
会
に
お
け
る
社
会
学
者
（
一
九
五
五
ー
一
九
八
三
年
）

　
レ
イ
モ
ン
・
ア
ロ
ソ
の
『
回
想
録
』
に
付
さ
れ
た
文
献
リ
ス
ト
の
末
尾

に
、
q
昌
鷺
。
富
m
①
ξ
き
α
q
一
昏
国
。
竃
等
宰
導
。
粧
O
。
5
昌
。
弩
ρ
三

や
ひ
o
ユ
げ
β
琴
爵
9
ρ
笥
＆
§
§
良
ト
さ
ミ
9
き
軌
§
＆
8
§
匙
、
ミ
雪
＆
黛
費

目
一
の
導
℃
。
一
暮
宣
ω
①
巳
Φ
げ
凶
匹
。
讐
碧
窪
Φ
毘
。
暮
ま
β
。
ρ
三
①
邑
9
。
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

守
ま
ゑ
β
、
霊
け
℃
器
　
讐
露
δ
ρ
目
a
の
き
。
Φ
器
ぎ
ざ
と
記
さ
れ
て
い
た
。

私
は
さ
ほ
ど
気
に
と
め
る
こ
と
も
な
く
、
こ
の
度
、
同
名
の
著
者
i

O
o
一
ρ
昌
。
彗
と
い
う
名
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
“
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
系
で
あ

っ
て
、
象
O
魯
8
づ
．
、
と
発
音
す
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
ー
の
『
レ
イ
モ
ン
・

ア
ロ
ソ
』
二
巻
本
を
手
に
し
て
改
め
て
右
の
記
載
を
思
い
返
し
た
次
第
で

あ
る
。
コ
フ
ー
ン
は
、
ロ
ソ
ド
ソ
大
学
に
て
社
会
学
と
哲
学
を
学
び
、
一

九
七
九
年
か
ら
八
○
年
に
か
け
て
パ
リ
社
会
科
学
研
究
学
院
に
留
学
し
た
。

現
在
は
、
・
ン
ド
ン
大
学
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
の
教
育
学
部
講

師
を
務
め
て
い
る
。
彼
は
ロ
ン
ド
ソ
・
ス
ク
ー
ル
・
オ
ブ
・
エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク
ス
で
博
士
号
を
取
得
し
た
が
、
そ
の
論
文
は
鴇
＆
§
§
織
卜
壕
§
、
ト
き

誉
琶
§
誉
匙
連
。
ミ
§
ぎ
．
這
ま
∴
ま
q
で
あ
る
。
勿
論
、
私
は
こ
れ

を
入
手
し
て
読
む
機
会
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
も
と
に
敷
衛
さ
れ
た
も

の
が
今
回
の
著
書
第
一
巻
に
相
当
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
本
書
の
成

る
に
当
っ
て
、
「
最
大
の
恩
義
」
を
こ
う
む
っ
た
の
は
ア
ロ
y
自
身
で
あ

っ
た
、
と
コ
フ
ー
ソ
は
述
べ
て
い
る
．
ア
ロ
ン
と
の
イ
γ
タ
ー
ヴ
ュ
、
度

重
な
る
邊
遁
、
ま
た
書
簡
を
通
じ
て
彼
は
ア
ロ
ソ
に
親
灸
し
、
ア
ロ
ン
の

死
後
は
、
伝
記
的
資
料
の
た
め
に
シ
ュ
ザ
ン
ヌ
未
亡
人
や
令
嬢
ド
ミ
ニ
ッ

ク
・
シ
モ
ハ
ナ
r
の
協
力
と
善
意
に
助
け
ら
れ
た
と
い
う
．
先
の
ア
ロ
ソ

に
よ
る
自
叙
伝
と
と
も
に
、
コ
フ
ー
ソ
の
こ
の
浩
翰
な
二
巻
本
は
、
最
も

完
壁
な
伝
記
的
記
述
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
さ
ら
に
本
書
に
は
、
少
な
く
と
も
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ア
・
ン
に
関

す
る
最
も
正
確
、
か
つ
網
羅
的
な
文
献
目
録
が
付
さ
れ
て
い
る
．
書
物
の

体
裁
を
と
と
の
え
た
主
要
著
作
だ
け
で
も
三
十
冊
を
上
ま
わ
る
。
彼
が
定

期
的
に
寄
稿
し
た
『
自
由
フ
ラ
ン
ス
』
『
コ
ン
バ
』
『
フ
ィ
ガ
ξ
『
レ
ク

ス
プ
レ
ス
』
紙
な
ど
の
論
評
は
四
千
か
ら
五
千
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
る
．
こ
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こ
で
は
、
そ
の
都
度
重
要
な
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
的
論
説
や
批
評
を
含
め
て
、

そ
の
他
の
定
期
刊
行
物
や
学
術
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
か
ら
お
よ
そ
七

百
点
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ア
ロ
ン
の
英
訳
本
、
彼
自
身
が
英
語
で
書
い

た
論
文
は
第
一
巻
に
五
十
本
．
第
二
巻
に
二
百
本
あ
ま
り
，
ア
ロ
ソ
に
関

す
る
フ
ラ
ン
ス
語
と
英
語
の
研
究
論
文
お
よ
び
書
評
の
類
い
は
、
両
巻
あ

わ
せ
て
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
全
部
で
四
百
点
以
上
に
達
す
る
。
こ

れ
ら
の
彩
し
い
資
料
を
駆
使
し
つ
つ
．
コ
フ
ー
ン
は
、
ア
・
ン
と
い
う
哲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

学
老
の
思
索
と
活
動
の
全
容
を
描
き
だ
し
て
い
る
。
本
書
の
エ
ピ
グ
ラ
フ

の
ひ
と
つ
に
、
「
哲
学
を
要
約
す
る
こ
と
は
、
常
に
哲
学
を
裏
切
る
こ
と

だ
」
（
寂
警
簿
窪
毒
。
9
ぎ
器
9
す
。
．
婁
ε
三
9
遷
『
マ
昌
ε
と
い
う
ア

ロ
γ
の
言
葉
が
置
か
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
果
た
せ
る
か
な
コ
フ
ー
ン
は

読
者
を
裏
切
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
叙
述
的
手
法
は
、
ア
ロ
ン
の
知
的

営
み
と
し
て
の
作
品
を
中
心
と
し
て
、
コ
フ
ー
ン
の
解
説
的
－
彼
個
人

の
見
解
を
ま
じ
え
ず
に
、
ア
・
ン
の
言
葉
に
即
し
て
客
観
的
に
1
説
明

と
理
解
が
示
さ
れ
、
つ
づ
い
て
そ
れ
ら
作
品
に
対
す
る
フ
ラ
ン
ス
内
外
の

多
数
の
思
想
家
た
ち
に
よ
る
賞
讃
と
批
判
と
が
相
呼
応
す
る
、
ま
さ
に
論

争
的
様
相
が
、
偏
見
を
ま
じ
え
る
こ
と
な
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し

た
意
味
に
お
い
て
、
冒
頭
に
引
い
た
ア
ロ
ン
が
コ
フ
ー
ン
の
未
刊
の
書
を

評
し
た
表
現
に
倣
え
ば
、
本
書
は
じ
つ
に
寅
器
三
。
葺
品
蚕
9
δ
ぎ
琶
－

一
Φ
。
言
。
ま
9
・
麿
§
暮
践
β
①
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
そ
の
内
容

を
ご
く
か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
し
て
お
く
。

　
第
一
巻
は
四
部
に
分
れ
て
い
る
。
第
一
部
は
ア
・
ン
の
生
い
立
ち
か
ら

エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ー
ル
ま
で
、
ア
ロ
ン
は
レ
オ
ソ
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
ヴ
ィ

ッ
ク
の
薫
陶
の
も
と
に
、
新
カ
ソ
ト
派
の
影
響
を
受
け
る
。
同
僚
に
早
熟

な
サ
ル
ト
ル
と
ニ
ザ
ン
が
い
た
こ
と
は
、
こ
の
う
え
な
い
知
的
刺
戟
で
あ

っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
．
第
二
部
は
一
九
三
〇
年
代
で
、
ア
ロ

ン
自
身
の
い
う
《
ド
イ
ッ
巡
礼
V
の
時
期
で
あ
る
．
折
か
ら
ナ
チ
ス
の
接

頭
を
眼
の
あ
た
り
に
し
て
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
危
機
と
歴
史
の
カ
タ
ス
ト
ロ

ー
フ
を
体
験
す
る
．
学
問
的
に
は
ド
イ
ッ
社
会
学
と
歴
史
学
を
研
究
、
と

り
わ
け
、
デ
ィ
ル
タ
イ
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
ア
ロ
ン
の
思
想
形
成
に
決
定
的

な
意
味
を
持
っ
て
い
る
．
ド
イ
ッ
に
お
い
て
体
得
し
た
も
の
が
、
彼
の
歴

　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

史
認
識
の
問
題
、
歴
史
的
客
観
性
の
限
界
を
哲
学
的
に
反
省
す
る
生
涯
の

課
題
と
な
る
．
そ
れ
は
、
彼
の
博
士
論
文
『
歴
史
哲
学
序
論
』
（
噛
§
き
§
－

§
睾
ミ
9
喜
§
。
・
。
冨
蔚
魯
§
§
。
誉
）
お
よ
び
『
現
代
ド
イ
ッ
に
お
け
る

歴
史
理
論
に
関
す
る
エ
ッ
セ
ェ
』
（
穿
G
。
＆
。
っ
ミ
ミ
§
。
菩
§
き
駿
尋
馬

良
§
。
・
畑
．
乏
胸
§
ε
§
8
ミ
§
竃
蓉
き
。
）
と
し
て
結
実
す
る
．
第
三
部
は
戦
時

中
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
一
九
四
〇
年
の
フ
ラ
ン
ス
の
敗
北
、
ロ
γ
ド
ソ

ヘ
の
亡
命
、
「
自
由
フ
ラ
ソ
ス
」
へ
の
参
加
、
そ
、
し
て
戦
後
フ
ラ
ン
ス
の

再
興
へ
、
ア
ロ
ン
の
最
も
旺
盛
な
活
動
の
時
期
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
こ
の

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

間
に
、
全
体
主
義
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
戦
争
と
社
会
と
い
う
テ
ー

マ
を
思
考
し
は
じ
め
る
．
と
同
時
に
、
彼
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
ヘ
の
明
晰
な

態
度
が
表
明
さ
れ
る
。
第
四
部
は
冷
戦
の
時
期
で
、
ア
・
ン
は
一
九
四
〇

年
六
月
『
フ
ィ
ガ
ご
紙
に
参
加
し
、
以
来
三
〇
年
間
国
際
政
治
と
フ
ラ

ン
ス
の
内
政
間
題
に
健
筆
を
揮
う
．
コ
フ
ー
ン
が
挙
げ
て
い
る
一
例
を
ひ

け
ば
、
ア
ロ
ン
が
、
、
ユ
3
聾
留
♂
篤
・
と
い
う
表
現
を
用
い
た
の
は
、

『
ポ
ワ
ン
・
ド
・
ヴ
ュ
ー
』
紙
の
一
九
四
五
年
七
月
二
十
二
目
と
九
月
二
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紹介と批評

十
三
日
の
論
説
に
お
い
て
で
あ
っ
て
、
チ
ァ
ー
チ
ル
の
フ
ル
ト
ソ
演
説
に

お
け
る
、
．
ぎ
づ
窪
旨
巴
”
．
．
（
一
九
四
六
年
三
月
）
に
先
ん
ず
る
こ
と
六
ヶ
月

前
で
あ
っ
た
。

　
ジ
ァ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
ア
ロ
ソ
の
資
質
は
、
し
ば
し
ば
ア
メ
リ
ヵ

の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
リ
ッ
プ
マ
ソ
と
比
較
さ
れ
る
。
だ
が
後
者
の
知
識
が
皮

相
な
も
の
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
歴
史
的
判
断
が
い
つ
も
誤
っ
て
い
た
の
に

対
し
て
、
ジ
ァ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
こ
そ
歴
史
哲
学
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
ア
ロ
ソ
の
リ
ッ
プ
マ
ン
に
対
す
る
評
価
こ
そ
、
コ
フ
ー
ソ
は
ア

ロ
ソ
み
ず
か
ら
に
相
応
し
き
言
葉
で
あ
る
と
い
う
。
例
え
ば
、
『
偉
い
な

る
分
裂
』
（
富
♀
§
黛
警
ミ
。
・
寒
）
に
せ
よ
、
『
戦
争
の
連
鎖
反
応
』
（
ご
G
。

9
ミ
§
§
。
ぎ
画
§
）
に
せ
よ
、
現
代
世
界
の
意
味
へ
の
洞
察
と
解
釈
に
は
、

ア
ロ
ソ
の
歴
史
哲
学
が
潜
ん
で
お
り
、
あ
る
い
は
そ
の
具
体
的
例
証
で
あ

る
こ
と
を
閑
却
す
べ
き
で
は
な
い
。
同
様
の
こ
と
は
、
か
の
有
名
な
『
知

識
人
の
阿
片
』
（
卜
、
ε
妥
§
§
画
§
ミ
§
§
芭
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

常
、
こ
の
書
は
ア
ロ
ン
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
批
判
の
代
表
的
な
も
の
と
み
な

さ
れ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
そ
の
第
二
部
「
歴
史
の
偶
像
崇
拝
」
に
お
い
て
、

歴
史
哲
学
に
基
礎
を
お
く
ア
ロ
ソ
の
態
度
が
鮮
明
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
．

歴
史
的
世
界
に
合
理
性
が
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
究
極
的
な
意
味
把

握
は
人
間
に
と
っ
て
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
は
「
認
識
の
限

界
と
現
実
の
複
合
性
」
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
理
解
の
無
能

力
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
ア
ロ
ソ
に
と
っ
て
は
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
終

焉
」
よ
り
も
「
歴
史
の
意
味
」
に
つ
い
て
の
歴
史
哲
学
的
テ
ー
マ
の
方
が

一
層
重
要
な
の
で
あ
る
。
『
歴
史
哲
学
序
論
』
『
戦
争
の
連
鎖
反
応
』
『
知

識
人
の
阿
片
』
が
哲
学
的
・
方
法
論
的
テ
ー
ゼ
の
首
尾
一
貫
し
た
「
三
部

作
」
を
形
づ
く
っ
て
い
る
と
言
う
べ
き
だ
、
と
い
う
見
解
を
コ
フ
ー
ン
は

正
当
に
評
価
し
て
い
る
。

　
第
二
巻
は
ソ
ル
ボ
ソ
ヌ
時
代
（
第
一
部
）
と
コ
レ
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ソ
ス

時
代
（
第
二
部
）
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
九
五
五
ー
六
八
年
の
十
三
年

間
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
開
始
か
ら
五
月
革
命
の
勃
発
ま
で
、
そ
し

て
第
四
共
和
国
か
ら
第
五
共
和
国
へ
と
変
転
す
る
ゴ
ー
リ
ズ
ム
の
時
代
で

あ
る
。
ア
ロ
ソ
は
同
調
主
義
者
で
は
な
く
、
け
っ
し
て
ゴ
ー
リ
ス
ト
で
あ

っ
た
こ
と
は
な
い
．
ア
ロ
ソ
の
論
調
は
、
つ
ね
に
右
翼
か
ら
も
左
翼
か
ら

も
攻
撃
を
受
け
た
。
一
九
五
八
年
『
不
変
と
変
化
』
（
ぎ
§
§
寒
災
罫
§
－

窯
9
寒
）
が
出
版
さ
れ
た
と
き
、
『
フ
ィ
ガ
・
』
の
同
僚
が
そ
の
「
慎
重
か

つ
明
白
な
文
体
」
を
た
た
え
、
政
治
あ
る
い
は
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
重
要
問

題
を
議
論
で
き
る
現
代
フ
ラ
ソ
ス
の
唯
一
の
著
述
家
と
ア
ロ
ソ
を
評
す
る

と
と
も
に
、
彼
の
秘
密
が
そ
の
記
憶
力
と
精
神
の
機
敏
さ
に
あ
り
、
ま
た

彼
の
生
活
と
仕
事
に
お
け
る
「
並
は
ず
れ
た
自
己
規
律
」
に
あ
る
、
と
確

信
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
彼
の
生
き
た
肖
像
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。

し
か
も
、
こ
う
し
た
時
事
的
問
題
と
の
か
か
わ
り
は
、
こ
の
時
期
の
ア
ロ

ソ
に
と
っ
て
は
第
二
義
的
な
も
の
で
あ
っ
た
．
一
九
五
五
年
に
ソ
ル
ボ
ソ

ヌ
大
学
の
社
会
学
教
授
に
就
任
、
彼
は
年
次
ご
と
に
異
な
る
テ
ー
マ
で
講

義
し
た
。
講
義
内
容
は
書
き
改
め
ら
れ
て
、
そ
の
後
ほ
と
ん
ど
が
書
物
と

し
て
公
刊
さ
れ
た
。
コ
フ
ー
ン
が
「
ソ
ル
ボ
γ
ヌ
三
部
作
」
と
呼
ん
で
い

る
『
産
業
社
会
に
関
す
る
十
八
講
』
（
b
導
ざ
緯
い
§
ま
の
ミ
登
§
§
駄

画
蕊
§
蕊
§
ー
五
五
ー
六
年
度
）
、
『
階
級
闘
争
』
（
ぎ
b
§
欝
§
§
。
・
霧
1
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五
六
ー
七
年
度
）
、
『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
全
体
主
義
』
（
導
§
ミ
ミ
融
蕊
ミ
導

§
ミ
♂
§
ー
五
七
－
八
年
度
）
を
は
じ
め
、
『
国
家
間
の
平
和
と
戦
争
』

（
ぎ
旨
紋
Q
§
ミ
恥
恥
蕊
憲
駐
s
ミ
＆
ま
ー
五
八
ー
九
年
度
、
そ
の
第
二
部
は
五

九
－
六
〇
年
度
）
、
『
社
会
学
的
思
考
の
諸
段
階
』
（
富
。
§
§
塁
匙
ミ
9
鳩
§
。
・
魯

。。

8
受
8
爵
§
…
第
一
巻
は
五
九
i
六
〇
年
度
、
第
二
巻
は
六
一
ー
二
年
度
）
、
『
大

論
争
』
（
富
孚
§
匙
黛
ひ
ミ
ー
六
二
ー
三
年
度
）
等
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
社
会
学
者
と
し
て
の
ア
ロ
ン
は
、
社
会
の
反
覆
的
現
象
を
折
出
し
、
一

般
的
範
疇
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
解
釈
し
、
究
極
的
に
は
法
則
を
発
見
す
る

こ
と
を
意
図
す
る
。
そ
の
場
合
に
社
会
学
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
構
造

を
比
較
し
、
各
集
団
内
部
に
お
け
る
社
会
現
象
を
分
類
し
て
．
よ
り
繍
般

的
な
シ
ス
テ
ム
の
な
か
に
社
会
的
多
様
性
を
位
置
づ
け
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー

を
引
照
し
て
ア
ロ
ソ
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
社
会
学
者
は
．
経
済
的
、

政
治
的
，
法
的
な
諸
範
疇
を
設
定
し
て
．
そ
れ
ら
多
様
な
現
実
を
歴
史
的

発
展
の
な
か
で
把
え
、
さ
ら
に
社
会
の
総
体
を
再
構
成
し
て
解
釈
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
彼
が
定
義
づ
け
る
社
会
学
と
は
、
科
学
的
・
個

別
的
な
調
査
研
究
の
そ
れ
で
は
な
く
、
や
は
リ
ド
イ
ッ
的
学
問
背
景
に
負

う
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、
彼
は
フ
ラ
ソ
ス
社
会
学
の
伝
統
を
モ

ソ
テ
ス
キ
ュ
ー
に
認
め
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

コ
ソ
ト
、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
、
マ
ル
ク
ス
と
い
っ
た
十
九
世
紀
思
想
家
が
と
り

あ
げ
ら
れ
る
の
も
、
彼
ら
が
〈
新
し
き
も
の
〉
に
対
す
る
歴
史
認
識
を
そ

な
え
た
社
会
学
の
「
創
始
者
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
《
産
業
社
会
V

《
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
社
会
V
《
資
本
主
義
社
会
V
i
彼
ら
の
価
値
と
歴
史
観

は
そ
れ
ぞ
れ
相
違
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
は
ま
さ
に
同
時
代

人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
彼
ら
の
直
面
し
た
問
題
は
ま
た
、
現
代
の
わ
れ
わ

れ
の
問
題
で
も
あ
る
。

　
ア
ロ
γ
は
三
人
の
思
想
的
遺
産
を
継
承
し
な
が
ら
、
コ
リ
ソ
・
ク
ラ
ー

ク
、
ジ
ャ
ソ
・
フ
ー
ラ
ス
テ
ィ
エ
、
ロ
ス
ト
ウ
の
経
済
成
長
の
理
論
を
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

用
し
て
、
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
「
発
展
」
理
論
の
先
鞭
を
つ
け
た
。
西
欧

社
会
に
お
け
る
資
本
主
義
は
、
そ
の
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
的
動
態
性
に
支
え
ら

れ
て
、
複
雑
な
成
層
化
を
遂
げ
変
貌
し
て
き
た
。
他
方
で
社
会
主
義
は
、

計
画
経
済
、
権
力
、
イ
デ
オ
・
ギ
ー
に
お
い
て
ま
っ
た
く
異
質
な
タ
イ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

の
社
会
に
属
す
る
と
は
い
え
、
経
済
発
展
と
い
う
局
面
に
お
い
て
は
、
産

ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

業
社
会
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
だ
が
、
現
代
世
界
の
傾
向

は
．
発
展
途
上
国
を
も
含
め
て
、
全
体
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
体
系
的
定
式
化

に
よ
っ
て
裁
断
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
コ
フ
ー
ン
は
、
ア
ロ
ソ
の

解
決
す
ぺ
き
問
題
の
困
難
さ
を
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
。
歴
史
の
普
遍
化

を
た
と
え
信
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
《
体
制
V
が
単
線
的
発
展

段
階
を
た
ど
る
と
は
か
ぎ
ら
ず
、
ま
し
て
や
科
学
的
・
技
術
的
合
理
性
が

「
道
徳
的
・
人
間
的
進
歩
」
と
対
応
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ア
ロ
ン
は
、

ア
ソ
テ
ィ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
基
本
的
立
場
に
変
り
な
い
と
し
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

「
イ
デ
オ
・
ギ
ー
の
終
焉
」
に
つ
い
て
再
検
討
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
、
「
イ

、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

デ
ー
の
再
生
」
を
懲
懸
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
翻
っ
て
彼
が
「
パ
リ
の
知

識
人
た
ち
」
を
追
放
す
べ
く
厳
し
く
糾
弾
す
る
の
も
、
彼
ら
が
産
業
社
会

と
い
う
も
の
の
社
会
的
・
経
済
的
現
実
を
あ
ま
り
に
も
無
視
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
§
ミ
蔑
。
。
§
塁
量
ε
魯
§
キ
錺
ー
ア
ル
チ
ュ
セ
ル
の
通
時
的

な
、
構
造
主
義
的
概
念
は
特
殊
的
・
具
体
的
現
実
と
な
ん
ら
関
係
を
も
っ
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紹介と批評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

て
お
ら
ず
、
サ
ル
ト
ル
の
対
自
的
意
識
の
実
存
主
義
的
マ
ル
ク
ス
主
義
の

知
は
、
経
済
学
に
対
し
て
ま
っ
た
く
無
知
で
あ
る
。

　
左
翼
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
、
革
命
の
神
話
が
つ
き
ま
と
う
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
思
想
に
対
す
る
ア
ロ
ソ
の
批
判
は
、
『
序
論
』
以
来
の
歴
史
的
世
界

に
対
す
る
彼
の
批
判
的
な
問
い
か
け
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
サ
ル
ト

ル
の
『
弁
証
法
的
理
性
批
判
』
は
、
一
九
六
〇
年
に
あ
ら
わ
れ
た
。
ア
ロ

ソ
は
、
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
大
学
で
の
グ
リ
フ
ォ
！
ド
講
義
（
一
九
六
五
年
と
六

七
年
度
）
の
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
「
歴
史
意
識
の
思
想
と
行
動
」
の
準
備
の

た
め
に
『
批
判
』
を
再
読
し
、
そ
の
間
に
、
ソ
ル
ポ
ソ
ヌ
で
の
ま
る
一
年

の
講
座
を
『
批
判
』
の
た
め
に
さ
い
て
い
る
。
こ
の
難
解
な
、
恐
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

書
は
、
要
す
る
に
、
「
単
一
の
歴
史
」
の
理
解
可
能
性
（
巨
亀
芭
琶
惹
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

究
極
目
的
と
す
る
、
全
体
性
の
歴
史
哲
学
の
提
示
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か

か
る
歴
史
意
識
は
い
か
な
る
条
件
の
も
と
に
可
能
な
の
か
、
そ
の
「
真

理
」
の
基
礎
、
も
し
く
は
限
界
は
ど
の
よ
う
に
し
て
論
証
さ
れ
う
る
か
。

　
　
　
　
　
　
プ
ヲ
ク
ノ
ス

個
人
的
意
識
目
実
践
に
よ
る
歴
史
の
「
全
体
化
」
と
い
う
サ
ル
ト
ル
の
弁

証
法
的
理
性
は
、
結
局
は
、
集
合
態
的
救
済
へ
と
導
き
．
テ
ロ
ル
と
暴
力

の
哲
学
へ
と
転
形
す
る
、
と
ア
ロ
ン
は
論
じ
る
。
コ
フ
ー
ソ
に
よ
れ
ば
、

ア
ロ
ソ
は
こ
の
グ
リ
フ
ォ
ー
ド
講
義
の
テ
ー
マ
を
反
省
し
つ
づ
け
、
暴
力

に
関
す
る
一
書
の
出
版
を
予
定
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
「
暴
力
の
ロ
マ
ン

主
義
」
と
「
暴
力
の
合
理
性
」
と
の
二
つ
の
部
分
か
ら
成
る
は
ず
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
企
画
は
放
棄
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
『
歴
史
と
暴
力
の
弁
証

法
』
（
自
婁
。
き
蕊
§
§
。
§
§
魯
ミ
§
噛
§
＆
と
『
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
』
（
、
§
。
。
ミ
ミ
喚
§
㌣
き
9
§
。
・
§
§
）
と
な
っ
た
。
ア
ロ
ン
の
思
考
の
な

か
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
テ
ー
マ
は
照
応
し
て
い
た
の
で
、
け
っ
し
て
別

箇
に
着
想
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
コ
フ
ー
ン
が
サ
ル
ト
ル
と
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ

ィ
ッ
ッ
を
相
次
い
で
論
じ
て
い
る
理
由
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
ア
ロ
ソ
が
プ
ロ
イ
セ
ソ
の
軍
事
理
論
家
の
思
想
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、

一
九
七
〇
年
代
の
は
じ
め
で
あ
っ
た
。
コ
フ
ー
ン
は
次
の
よ
う
に
書
い
て

い
る
．
「
そ
れ
は
、
コ
レ
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ソ
ス
の
七
十
歳
の
老
教
授
が
、

四
十
年
の
歳
月
を
経
た
後
、
遽
か
に
新
し
い
博
士
論
文
の
提
出
を
決
意
し

た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
決
意
に
彼
を
導
い
た
も
の
は
何
で

あ
っ
た
か
」
と
。
ア
ロ
ソ
が
『
戦
争
論
』
（
『
§
年
画
§
）
に
接
し
た
の
は

ベ
ル
リ
ソ
時
代
に
遡
り
、
若
い
歴
史
家
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ロ
ジ
ソ
ス
キ
ー
と

の
友
情
に
よ
る
と
い
う
が
、
そ
れ
を
最
初
に
読
ん
だ
の
は
一
九
五
五
年
、

フ
ラ
ン
ス
語
訳
が
出
た
頃
で
あ
り
、
彼
は
核
時
代
の
政
治
的
・
戦
略
的
問

題
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
一
九
七
一
i
二
年
度

の
コ
レ
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
講
義
に
お
い
て
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を

論
じ
た
際
、
彼
は
深
く
研
究
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
、
書
物
に
ま
と
め
る

べ
く
努
力
し
た
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
政
治
哲
学
が
ア
ロ
ン
の
心
を
捉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

え
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
彼
が
戦
争
に
お
け
る
人
間
的
な
も
の
、
ま

　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

た
は
歴
史
に
お
け
る
行
動
に
透
徹
し
た
思
考
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
か
ら
で

あ
り
、
つ
ま
り
歴
史
変
動
、
運
命
の
偶
然
性
、
人
間
の
情
念
に
余
地
を
残

す
「
実
践
」
の
理
論
を
探
究
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
『
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ

ツ
』
は
ア
ロ
ソ
の
傑
作
で
あ
り
、
彼
自
身
の
評
価
に
よ
れ
ば
、
「
お
そ
ら

く
最
良
の
書
」
で
あ
る
．
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
に
掲
載
さ
れ
た
ホ
フ
マ
ン
の
書

評
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
・
ン
と
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
は
「
精
神
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的
関
連
性
」
が
窺
え
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
歴
史
哲
学
の

拒
絶
、
思
想
と
行
動
と
の
関
係
、
政
治
の
優
位
性
に
つ
い
て
で
あ
り
、
両

者
と
も
に
「
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
後
喬
」
で
あ
る
、
と
。

　
コ
レ
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
時
代
の
部
分
に
は
、
国
内
政
治
と
し
て
は
、

ア
ロ
γ
と
ジ
ス
カ
ー
ル
・
デ
ス
タ
ン
の
選
挙
、
『
フ
ィ
ガ
ξ
か
ら
『
レ

ク
ス
プ
レ
ス
』
へ
の
移
籍
、
一
九
八
一
年
の
大
統
領
選
挙
、
ア
ロ
ン
と
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
じ
ボ
し
じ
フ
イ
ロ
ソ
ド
フ

ッ
ド
と
の
対
立
や
編
集
部
の
内
紛
、
さ
ら
に
「
新
哲
学
派
」
や
「
新
右

翼
」
に
対
す
る
ア
ロ
ン
の
距
離
を
保
っ
た
見
解
な
ど
．
国
際
関
係
と
し
て

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
レ
バ
ノ
ソ
の
問
題
、
イ
ラ
ソ
革
命
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ソ
問
題
、
サ
ッ
チ
ァ
ー
と
レ
ー
ガ
ン
外
交
等
々
、
ア
ロ
ソ
の
衰
え
を
知
ら

ぬ
知
的
活
動
が
細
大
洩
ら
さ
ず
記
述
さ
れ
て
い
る
。
今
こ
れ
ら
に
つ
い
て

言
及
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
各
専
門
分
野
の
研
究
者
は
、
ア
ロ
ン
の
目
撃

を
と
お
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
政
治
状
況
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
関
心
に
し
た
が
っ
て
適
切
な
項
目
を
み
い
だ
せ
る
で
あ

ろ
う
．
そ
れ
ゆ
え
に
、
本
書
全
体
が
、
さ
な
が
ら
国
ぎ
饗
δ
忌
島
①
貰
。
三
窪
－

器
ー
コ
フ
ー
ン
は
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
使
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

が
ー
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
彼
の
頭
脳
労
働
に
ひ
と
つ
の
空
隙
を
つ
く
っ
た
の
は
、
一

九
七
七
年
四
月
に
彼
を
襲
っ
た
卒
中
の
発
作
で
あ
っ
た
．
し
ば
し
言
葉
も

語
れ
な
く
な
っ
た
彼
は
、
鉛
筆
と
紙
の
サ
イ
ン
を
示
し
て
、
「
死
を
怖
れ

ず
」
（
冒
呂
毎
饗
の
窟
弩
）
と
覚
束
な
い
左
手
で
書
き
し
る
し
た
と
い
う
。

そ
れ
以
後
、
彼
は
「
死
へ
の
現
前
」
（
∪
器
Φ
ぼ
昌
ヨ
月
＆
①
）
1
と
ド
イ
ツ

語
で
記
し
て
い
る
が
ー
を
感
じ
な
が
ら
、
や
り
残
し
た
仕
事
の
な
か
で
、

　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

み
ず
か
ら
の
過
去
を
書
き
と
め
よ
う
と
決
断
す
る
。
一
九
七
九
年
の
夏
か

ら
書
き
綴
ら
れ
て
四
年
有
余
、
「
政
治
的
省
察
の
五
十
年
」
は
七
五
〇
頁

に
及
ぶ
大
作
と
な
っ
て
、
八
三
年
九
月
十
日
に
出
版
さ
れ
た
ー
ア
ロ
ン

の
死
は
そ
れ
か
ら
五
週
間
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
・
ソ
ヘ
の
追
悼
文
の

な
か
で
、
コ
フ
ー
ソ
が
「
卓
越
し
た
作
品
」
と
称
し
て
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
・

ス
タ
イ
ナ
ー
の
「
理
性
の
遺
言
」
と
題
す
る
文
章
の
一
部
を
訳
出
し
て
お

く
。

　
…
…
ア
ロ
ン
の
死
は
．
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
感
性
の
歴
史
の
な
か
に
、
き
わ
め

て
意
識
的
か
つ
自
己
意
識
的
な
一
瞬
を
刻
み
つ
け
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
代
表

的
な
マ
ン
ダ
ラ
ン
、
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
、
政
治
的
”
哲
学
的
言
説
と
論
争
の
ヴ
ィ

ル
テ
ユ
オ
ー
ゾ
ー
カ
ミ
ュ
、
マ
ル
ロ
ー
、
メ
ル
ロ
”
ポ
ン
テ
ィ
、
サ
ル
ト
ル
、

シ
モ
ー
ヌ
・
ド
・
ポ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
、
レ
ヴ
ィ
悶
ス
ト
ロ
ー
ス
、
ラ
カ
ン
、
そ

し
て
ア
ロ
ン
自
身
が
ー
精
神
生
活
を
活
気
づ
け
、
支
配
し
た
ひ
と
つ
の
時
代

は
終
っ
た
の
だ
。
…
…
今
や
ヨ
島
＃
Φ
曽
罵
話
震
は
誰
ひ
と
り
残
っ
て
い
な

い
。
至
高
な
精
神
指
導
者
た
ち
は
逝
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
レ
イ
モ
ン
・
ア
ロ
ン
の
死
が
こ
の
深
く
感
じ
ら
れ
た
内
省
の
機
縁
と
な
っ
た

こ
と
、
彼
の
死
か
ら
か
く
も
広
汎
な
、
象
徴
的
な
喪
失
感
が
生
じ
た
と
い
う
こ

と
は
逆
説
的
で
あ
る
。
ア
ロ
ン
は
、
け
っ
し
て
右
翼
に
と
っ
て
も
左
翼
に
と
つ

て
も
、
評
判
の
よ
い
人
間
で
は
な
か
っ
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
の
最
中
、
一

九
六
八
年
の
困
難
の
さ
な
か
、
ま
た
『
フ
ィ
ガ
ロ
』
と
の
劇
的
な
決
裂
の
の
ち

ー
ア
・
ン
の
立
場
が
気
難
し
い
、
腹
立
た
し
く
さ
え
あ
る
孤
立
状
態
に
思
え

た
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
回
想
は
、
ま
さ
に
そ
の
呪
縛
か
ら
の
解
放
、
み
ず
か
ら
の
資
質
と

影
響
力
に
対
し
て
抑
制
を
強
い
、
冷
静
に
議
論
す
る
態
度
に
よ
っ
て
、
ア
ロ
ン
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紹介と批評

　
を
し
て
お
そ
ら
く
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
と
ド
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル

　
の
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
に
お
け
る
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
唯
一

　
の
真
正
な
継
承
者
た
ら
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
影
像
は
ア
ロ
ソ
の
影
像
と
重
な
り
合
い
、
彼

の
な
か
で
新
た
に
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
．
コ
フ
ー
ソ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

ア
β
ソ
は
哲
学
者
ウ
ェ
ー
バ
ー
を
実
存
哲
学
的
に
解
釈
し
て
い
た
。
官
僚

的
・
合
理
的
傾
向
の
進
行
す
る
近
代
社
会
に
お
け
る
人
間
は
、
そ
れ
で
も

　
　
へ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

な
お
責
任
と
行
動
と
信
念
と
に
よ
っ
て
、
お
の
れ
の
現
実
を
乗
り
超
え
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヘ

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
的
に
言
え
ば
ア
γ
ガ
ジ
ュ
マ
ン
に
よ
っ
て
で
あ

る
．
ア
・
ソ
が
残
し
た
も
う
一
つ
の
伝
記
に
は
、
富
o
o
驚
。
言
肺
§
壕
§
喚
＆
駄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
い
う
標
題
が
付
さ
れ
て
い
る
。
呂
①
9
彗
。
ξ
で
あ
る
と
同
時
に
8
言
畦

で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
ア
ソ
ガ
ジ
ュ
マ
ソ
の
世
代
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

属
す
る
知
識
人
に
共
通
の
倫
理
的
立
場
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
あ
え
て
ウ
ェ

し
ハ
ー
的
な
意
味
を
読
み
込
む
必
要
は
な
い
と
し
て
も
、
ア
ロ
ソ
の
心
底

に
あ
る
も
の
を
看
過
す
ぺ
き
で
は
な
い
。
コ
フ
ー
ソ
は
右
の
書
か
ら
次

の
言
葉
を
引
用
し
て
、
第
二
巻
を
結
ん
で
い
る
。
「
…
…
た
だ
世
界
は
変

化
し
、
私
の
も
ろ
も
ろ
の
意
見
は
現
実
に
適
応
し
て
き
た
だ
け
で
す
。
私

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
の
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
動
に
よ
っ
て
、
つ
ね

に
同
一
の
価
値
に
尽
く
そ
う
と
試
み
て
き
ま
し
た
。
私
は
自
己
自
身
に
、

私
の
思
想
に
、
私
の
価
値
に
、
私
の
哲
学
に
忠
実
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
政
治
的
意
見
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
き
っ
ば
り
と
ひ
と
つ
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
持
つ
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
変
化
す
る
状
況

の
な
か
で
正
し
い
決
断
を
す
る
こ
と
で
す
．
私
は
た
び
た
び
過
ち
を
犯
さ

な
か
っ
た
と
言
い
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
は
み
ず
か
ら
の
価

値
と
若
き
日
の
憧
憬
と
を
裏
切
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
今

や
、
「
ア
ロ
ン
と
と
も
に
正
し
く
あ
る
よ
り
、
サ
ル
ト
ル
と
と
も
に
間
違

っ
て
い
る
方
が
ま
し
だ
」
と
考
え
る
よ
う
な
時
代
は
過
ぎ
去
っ
た
の
で
あ

る
。　

最
後
に
附
言
し
て
お
き
た
い
が
、
私
が
「
レ
イ
モ
ソ
・
ア
官
ソ
小
論
1
ひ

と
り
の
反
イ
デ
オ
ロ
ギ
1
的
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
ー
」
を
書
い
た
の
は
す
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

十
年
以
上
前
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
私
は
意
識
的
に
ア
官
ソ
の
思
想
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

立
場
を
K
・
ポ
パ
ー
の
歴
史
主
義
批
判
に
ひ
き
つ
け
て
理
解
し
よ
う
と
試

み
た
。
勿
論
、
そ
れ
が
誤
解
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ア
ロ
ン
自
身
も

度
た
び
ポ
バ
ー
に
言
及
し
て
い
た
し
、
コ
フ
ー
ソ
も
ま
た
、
社
会
改
革
に

関
し
て
は
、
ア
ロ
ソ
が
「
ポ
パ
ー
的
な
言
葉
」
に
よ
っ
て
、
イ
デ
オ
ロ
ー

グ
の
野
望
で
は
な
く
．
「
合
理
主
義
の
精
神
」
と
合
致
し
た
「
社
会
工
学

者
」
の
接
近
方
法
の
た
め
に
論
じ
て
い
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
現
在
、
私
は
ド
イ
ッ
の
　
O
①
一
警
＄
三
器
①
臣
。
富
砕
窪
i
、
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

ラ
ソ
ス
語
の
ω
畠
琴
窪
目
o
蚕
一
窪
に
当
る
ー
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お

い
て
、
ア
ロ
ン
を
読
み
返
す
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
．
そ
の
際
に
、
コ
フ

ー
ソ
の
本
書
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
一
九
八
五
年
二
月
の
『
コ
メ
ン
テ
ー

　
（
7
）

ル
』
誌
ア
・
ソ
記
念
特
集
号
の
諸
論
文
も
大
い
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
コ
フ
ー
ソ
と
並
ん
で
注
目
す
べ
き
も
う
一
人
の
ア
ロ
ン
研
究
者
に
、

フ
ラ
ソ
シ
ス
チ
ェ
ク
・
ド
ラ
ウ
ス
が
い
る
。
彼
は
、
そ
の
論
文
「
レ
イ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ソ
・
ア
・
ソ
の
思
想
に
お
け
る
自
由
の
弁
証
法
」
に
お
い
て
、
ド
イ
ッ
の
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歴
史
的
思
惟
を
ア
ロ
ソ
の
根
底
に
鋭
く
読
み
取
っ
て
い
る
。
ま
た
彼
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

っ
て
編
集
さ
れ
た
ア
ロ
ソ
著
作
集
『
歴
史
・
真
理
・
自
由
』
の
序
論
に
お

い
て
、
ア
ロ
ン
の
思
想
の
な
か
に
「
歴
史
的
人
問
の
悲
劇
的
弁
証
法
」
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

そ
し
て
ア
ロ
ソ
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
親
近
性
を
認
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
念

頭
に
置
い
て
、
前
掲
論
文
を
書
き
改
め
る
こ
と
が
私
の
今
後
の
課
題
で
あ

る
。

（
1
）
　
国
藁
旨
o
且
＞
『
0
7
ま
転
醤
。
キ
塗
魯
寒
。
。
良
鳴
壕
蝕
§
帖
§
逮
§
＆
奉

　
勺
貰
量
脳
巳
嵩
鴛
山
u
一
〇
〇〇
ω
℃
づ
．
謂
O
・

（
2
）
　
レ
イ
モ
ン
・
ア
ロ
ン
は
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ペ
ル
と
と
も
に
、
人
口
に
胎
灸
し

　
た
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
終
焉
」
論
者
、
あ
る
い
は
く
体
制
V
の
収
敏
論
者
と
み

　
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
い
か
に
単
純
化
さ
れ
た
歪
曲
で
あ
る
か
は
、

　
早
§
騨
G
。
蕊
。
。
吻
ミ
h
、
＆
恥
軌
＆
霧
弊
＆
界
℃
零
ゼ
国
。
け
」
O
留
中
の
第
三
エ

　
ッ
セ
イ
顕
閂
ぎ
含
雷
監
8
一
〇
讐
①
9
冨
昌
騨
『
器
琴
o
山
雷
陣
泳
窪
篭
を
み
れ
ば
一

　
目
瞭
然
で
あ
る
。

（
3
）
　
ア
ロ
ン
は
、
あ
た
か
も
書
い
て
い
る
自
我
を
客
体
化
し
て
い
る
か
の
よ
う

　
な
調
子
で
あ
る
。
「
回
想
」
を
書
こ
う
と
決
意
し
て
か
ら
、
そ
れ
を
書
い
て
い

　
る
今
の
時
点
ま
で
た
ど
り
つ
い
て
、
彼
は
こ
う
記
し
て
い
る
（
コ
フ
ー
ン
の
引

　
用
箇
所
を
原
文
で
示
し
て
お
く
）
。
．
乞
8
冨
『
ぎ
一
畠
芯
8
冨
9
昌
・
。
ヨ
鉱
・

眉
8
冨
ま
目
。
昼
善
9
区
。
言
ひ
似
一
忌
－
目
⑪
目
9
特
騨
畳
轟
冨
曽
。
〈
β
β
Φ
り

　
舅
8
饗
器
9
篭
（
ま
駄
§
。
キ
9
り
①
o。
ε

（
4
）
　
こ
の
書
は
、
一
九
八
一
年
の
夏
、
ア
戸
ン
の
生
涯
と
思
想
に
つ
い
て
の
テ

　
レ
ピ
番
組
に
お
い
て
、
ジ
ァ
ン
“
ル
イ
・
ミ
シ
カ
と
ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
ヴ
ォ
ル
ト

　
ン
と
の
対
話
を
放
送
と
同
時
に
活
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
な
お
、
本
書
は
、

慶
鷹
義
塾
大
学
の
平
林
正
司
氏
ら
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
、
『
参
加
す
る
目
撃
者
』

　
と
し
て
近
日
中
に
刊
行
予
定
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
）

（
5
）
　
『
法
学
研
究
』
第
四
十
八
巻
第
一
号
（
一
九
七
五
年
）
二
六
ー
四
六
頁
参
照
。

（
6
）
閑
亀
馨
鼠
≧
。
7
富
、
ミ
執
§
喜
簿
＆
§
§
魯
N
．
ミ
。
。
§
ミ

　
的
。
。
。
。
黛
。
。
§
壕
§
§
導
8
蕊
鳴
9
§
§
o
蕊
恥
魯
㍗
ミ
G
。
軸
o
箋
恥
、
℃
零
ゼ
く
ユ
7
り

　
ω
oo

●

（
7
）
換
閣
塁
馨
呂
≧
。
7
（
一
。
8
山
。
o
。
ω
）
”
霞
¢
一
。
ぎ
9
勺
。
一
三
2
9
鴇

。
蕊
＆
慧
℃
男
ぴ
く
ユ
Φ
さ
一
〇
〇〇
9
＜
o
一
い
o◎
”
ロ
o
。
b
oo
山
O
一
㍉
三
＝
貰
↑

（
8
）
宰
導
。
巨
爵
写
窪
9
a
ピ
”
9
巴
。
。
該
聾
。
α
①
置
ぎ
Φ
吋
ま
岳
塁
一
”

窟
冨
ひ
①
山
①
寄
『
ヨ
。
区
＞
吋
。
7
．
笥
ミ
§
Q
ミ
。
慧
§
§
魯
。
。
。
。
＆
§
霧
。
。
§
・

§
。
。
り
目
。
幕
図
ζ
－
ソ
【
。
0
9
一
〇
〇。
ω
（
＝
耳
霞
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